






















































































を完成させるという理念が|効率性 iによって歪められていった過程を暴きだしている。第1tI1誌では， 1910 
年代に開校された「プレイ・スクール」と|保育学校」を対象に事例研究を行っている。この事例分析を
通して.教師が教材や素材に潜む学習への可能性と発展性をあtみ取り，イーどもの興味や知的好奇心を触発
する事によって，子ども自ら長ませていく知性的経験の構造化が可能になり.1-どもの言動や想いに潜む
揺らぎや乎盾に共感しながら，子どもの深層のエネルギーをモノを介して表現させ.個性的に解放してい
く過程を明らかにしている。これは今H休日されている「癒しの教内」の萌芽と解釈できる。またこの事
例分析では，一人の子どもが固有名詞で登場し，その子を巡る友達や教師との人間関係の変容・発展過程
が追跡されている。アメリカでこの種の実践記録が登場してきた事は，教師が常に子ども集団関係にも働
き掛けていく事を明値に意識し出した事実を傍証する興味深い成果である。第15章では.及川半治の「生
活による保育」を分析しそれがコロンビア大学実験学校の彫轡を受けたものである事を明らかにしてい
る。保育者のリサーチを強調する彼のカリキュラムは，目指すべきねらいを明確にすると共に，彼女達が
自らの関わりを子どもの仰lから省察する眼差しを確Ir.していった過程であるとする指摘は，保育者養成の
点、から見ても高く評価できる。第16章では， I家なき幼稚闘Jの保育記録を分析し教師然とした冷たい自民
でfどもを管理し，彼らと ー緒になって遊ぼうとしなかった従来の保母と fどもとの溝を埋合わせる-つ
の契機となった事を明らかにしているの第16章では，倉橋惣三が東京女了師範附属幼稚園の保母達.と共に
創り出した実践を分析しているO 生き生きとした生活を子どもに願う保母は， 自ら子ども時代に楽しんだ
遊ひ、を保育活動の核とし子どもの活動に一つの纏まりをつける。自らの楽しかった過去の思い出に引き
ずられ，期せずして子どもが生活する前に生活し始めた保母の姿は，子ども達を活動へと誘い込み，子ど
も相互の生活を展開させ，やがてそうした活動は子ども独白の活動へと変化・発展させられていくところ
に， I誘導保育案」の特質がある事を解明しつつ，アメリカでは実現し得なかったわが国独自の指導形態が
誕生した過程を実証して行く徹也:な作業は，明解で‘大いに評価できる。
終章では，各fきごとの保育実践に見られる保育者の教育要求と子ども達の活動要求の緊張・調整構造を
保育実践のダイナミズムとして描き出す事によって，保育実践の構造化を試みている。こうした構造化に
よって，教師主導の-長画一的指導形態から了ともlj.l心の生活形態への変容は，保育者が子どもの中に身
を開き，子どもを見守る巾で.-主体と対忽との聞に歴然とあった距離を接近させ，佃1L理解を深めつつ，
教育(保育)活動の個性化を実現していく過程であるという原則を抽:11している。この試みは独創的で，
抽出された原則は，幼稚園に止まらず，初等教育，今日の言葉で言えば義務教育段階にも通底する「教え
ること」と「学ぶこと」との相官.関係の有の織とその変容・発展の究明という教育方法学分野の中心課題
の研究の深化に寄勺するものと里、われるc 本研究全体は，日米における豊富な実践的資料を駆使した撤密
な比較史的分析によって買かれており，保有指導聞論の発展と保育実践の発展過程の相互規定性を実証す
る事に成功している点は，今後の教14.学研究の発展・深化に寄与するものと認められる。
以上ω所見により，本論文は大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。
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